
-内容一

議会定例会･
町職員の異動　白

平成15年度予算のあらまし　用

保健センタ臆だより　同

選挙管理委員会からのお知らせ
シリーズ介護保険を4.

農薬取締法の改正について　同
ぼくのわたしの夢､俳句､短歌
町のできごと　用
みんなの窓　用

町民俗資料館見学､戸籍の窓
14-

プロ野球有継手の育ての蹴

河内町で講鯖
ごみようぎみあ

多くの有名選手を育ててきた五明公男

教授の熱心な指導iこ子供達も真剣!

みんなの夢はプロ野球そしてメシャ-

リ-クへ!
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議会だより

第
｢
回
河
内
町
議
会
定
例
会

平
成
1
5
年
第
-
回
町
議
会
定
例
会
が
3
月
獲
0
日
か
ら
同
日
に
か
け
て
開
か
れ
､
報
告
1
件
､
議
案
2
2
件
を
審
議
可
決

し
ま
し
た
｡

な
お
､
一
般
質
問
の
概
要
に
つ
い
て
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

し
講
隷
書
=
野
高
町
長

本
年
も
1
月
に
は
､
消
防
出
初
式
､
成

人
式
と
大
き
な
行
事
が
続
き
ま
し
た
が
皆

さ
ん
方
に
は
お
寒
い
中
ご
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

さ
て
､
平
成
1
5
年
第
1
回
定
例
会
に
当

た
り
､
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

小
泉
政
権
の
下
､
聖
域
な
き
構
造
改
革
を

掲
げ
､
諸
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
､
い
ま
だ
､
景
気
の
低
迷
が
続
い
て
お

り
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
中
､
商
工
業
の
皆
さ
ん
方

に
対
し
ま
し
て
自
治
金
融
等
の
町
独
自
の

対
策
､
ま
た
､
学
校
､
保
育
所
､
幼
稚
園

等
の
統
廃
合
を
含
め
た
行
政
改
革
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

転
作
問
題
も
来
年
度
の
農
家
配
分
面
積

は
-
o
･
-
%
と
大
変
厳
し
い
面
積
で
あ
り

ま
す
が
､
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
こ
ろ
で
す
｡
農
業
も
ま
す
ま
す
厳

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
ブ
ラ
ン
ド
米
　
｢
お
か

ず
の
い
ら
な
い
か
わ
ち
の
お
米
｣
　
の
生
産

を
増
大
を
し
､
ま
た
､
直
販
セ
ン
タ
-

｢
ふ
る
さ
と
か
わ
ち
｣
　
で
の
農
産
物
販
売

は
毎
年
大
き
く
伸
び
て
お
り
､
農
家
所
得

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
｡
p
R
事

業
に
つ
い
て
は
J
R
川
崎
駅
構
内
で
先
週

6
日
間
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
｡
来
年
度

も
引
き
続
き
実
施
を
い
た
し
ま
す
｡

新
東
京
国
際
空
港
騒
音
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
､
2
0
年
間
で
民
家
防
音
工
事
が
2
0

戸
で
あ
り
ま
し
た
が
､
田
川
地
区
を
中
心

に
-
2
0
戸
の
民
家
防
音
工
事
が
終
了
し
､

今
年
度
か
ら
､
長
竿
地
区
を
中
心
に
-
2

o
戸
の
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
｡
暫
定
平

行
滑
走
路
供
用
開
始
に
伴
う
騒
音
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
､
空
港
公
団
に
対
し
要
望

書
を
提
出
し
､
実
現
に
向
け
て
最
大
の
努

力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
｡

防
災
行
政
無
線
通
信
施
設
に
つ
き
ま
し

て
は
1
 
5
年
度
も
引
き
続
き
工
事
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
｡

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
し
て
小

学
生
を
対
象
に
実
施
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
､
_
 
5
年
度
か
ら
第
一
幼
稚

園
で
も
預
か
り
保
育
を
実
施
い
た
し
ま
す
｡

公
共
下
水
道
事
業
も
､
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
す
が
引
き
続
き
､
加
入
促
進
を

図
り
な
が
ら
推
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
｡

現
在
､
生
板
の
一
部
､
長
竿
地
区
の
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
す
｡

庁
内
し
A
N
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
､

今
年
度
終
了
を
い
た
し
ま
し
て
､
_
 
5
年
度

で
は
､
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
-
ク
設
備
工

事
を
行
い
ま
す
｡
国
､
地
方
公
共
団
体
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
､
ま
た
､
住
民
の

各
種
､
各
手
続
き
を
､
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す

る
も
の
で
､
各
分
野
の
サ
-
ビ
ス
の
高
度

化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
､
-
T
の
活
用
を

促
進
す
る
こ
と
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
､
整
備
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
｡

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
､
議
員

の
皆
さ
ん
方
か
ら
も
毎
回
ご
質
問
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
､
こ
の
た
び
､
合

併
に
対
す
る
検
討
調
査
を
お
願
い
し
て
あ

り
ま
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
よ
り
概

要
が
で
き
ま
し
た
の
で
､
近
日
中
に
各
戸

に
配
布
を
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
｡

ま
た
､
同
時
に
ア
ン
ケ
-
ト
に
つ
い
て
も

実
施
を
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
｡
合

併
は
百
年
の
大
計
で
あ
り
､
慎
重
に
検
討

を
重
ね
､
住
民
本
位
の
合
併
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
｡
ど
う
か
､
皆
さ
ん
方
に
も
よ

ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
｡
町
と
し
て
も
､
学
識
経
験
者
､
各



議会だより

種
団
体
の
代
表
者
及
び
一
般
町
民
の
方
か

ら
選
任
し
た
委
員
に
よ
り
2
 
-
世
紀
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
会
を
発
足
し
､
住
民
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
､
2
 
-
世
紀
の
ま
ち
づ

く
り
合
併
問
題
等
を
検
討
し
､
よ
り
よ
い

す
ぼ
ら
し
い
町
づ
く
り
の
為
に
邁
進
し
て

い
き
ま
す
｡

平
成
_
 
5
年
度
河
内
町
の
予
算
編
成
に
つ

き
ま
し
て
は
､
国
税
収
入
の
減
収
等
に
よ

り
引
き
続
き
厳
し
い
予
算
編
成
を
強
い
ら

れ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
｡
毎
年
､
地
域
懇

談
会
を
開
催
し
､
住
民
生
活
優
先
の
行
政

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
｡
ま
た
､
特
別

会
計
各
予
算
に
つ
い
て
も
一
般
会
計
予
算

の
編
成
方
針
に
準
拠
し
て
予
算
編
成
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
｡

ど
う
か
､
平
成
は
年
度
も
､
市
町
村
合

併
､
あ
る
い
は
行
政
改
革
､
少
子
高
齢
化

対
策
等
､
諸
問
題
が
山
積
を
し
て
お
り
ま

す
が
､
皆
さ
ん
方
の
ご
指
導
､
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
､
｢
明
る
い
町
政
･
元

気
の
出
る
町
政
･
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

政
｣
　
を
目
指
し
､
｢
太
陽
と
水
と
緑
の
ま

ち
｣
　
河
内
町
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
努
力

を
い
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

親

　

告

報
告
第
｢
号
　
平
成
-
 
5
年
度
河
内
町
土
園

地
開
発
公
社
経
営
状
況
に
つ
い
て

/

i

平
成
1
 
5
年
度
河
内
町
土
地
開
発
公
社
経

営
状
況
に
つ
い
て
は
､
地
方
自
治
法
第
2

4
3
条
の
3
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
議
会

に
提
出
す
る
も
の
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

義

　

慕

議
案
第
1
号
　
河
内
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
健
康
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
平
成
1
4
年
1
 
0
月
エ
ロ
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
､
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

羽
打
諸
肌
細
田

n

-

い

よ
り
､
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

議
案
第
4
号
　
河
内
町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
実
施
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

平
成
-
 
5
年
4
月
-
日
か
ら
支
援
費
制
度

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
､
河
内
町
身

体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
改
正
と
河

内
町
知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
及
び

河
内
町
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業

運
営
要
綱
を
そ
れ
ぞ
れ
制
定
し
､
障
害
者

に
係
る
ホ
-
ム
ヘ
ル
パ
-
派
遣
事
業
を
網

羅
す
る
た
め
､
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
r
i
,
`
封
　
河
札
回
礼
劃
木
組
坤

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
新
利
根
町
水
道
事
業
か
ら
給
水
を
受
け

て
い
る
地
区
の
給
水
区
域
の
変
更
と
､
水

道
法
の
改
正
に
よ
り
､
貯
水
槽
水
道
の
設

置
者
に
対
す
る
管
理
責
任
等
を
明
確
化
す

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
､
貯
水
槽
水
道
の

設
置
者
の
管
理
責
任
等
に
関
す
る
項
目
を

新
た
に
加
え
る
た
め
､
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

冊葉
第
8
号
　
河
内
町
道
路
線
の
認
定

つ
い
て

介
護
保
険
事
業
計
画
は
平
成
_
2
年
度
か

ら
±
年
度
ま
で
の
5
カ
年
計
画
で
､
"
れ

を
3
年
ご
と
に
見
直
す
ロ
-
リ
ン
グ
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
｡
今
般
､
平
成
_
 
5
年

度
か
ら
灼
年
度
の
第
2
期
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
｡
増
加
す
る
介
護
サ
-
ビ
ス

の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
保
険
料
率
を
改

定
し
､
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
確
保

す
る
た
め
､
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

議
案
第
3
号
　
河
内
町
医
療
福
祉
費
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
､
老
人
保
健
法
等
医
療
福

祉
費
支
給
に
関
す
る
関
係
法
令
の
改
正
に

ー
議
案
第
5
号
　
河
内
町
立
幼
稚
園
授
業

料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

幼
稚
園
授
業
料
の
改
定
に
つ
き
ま
し
て

は
､
近
隣
町
村
と
均
衡
を
計
る
も
の
で
あ

り
､
預
か
り
保
育
の
保
育
科
に
つ
き
ま
し

て
は
､
平
成
1
 
5
年
度
か
ら
新
た
に
事
業
を

実
施
す
る
に
当
た
り
､
定
め
る
も
の
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
｡

議
案
第
6
号
　
河
内
町
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

新
利
根
町
水
道
事
業
か
ら
給
水
を
受
け

て
い
る
下
加
納
地
区
の
一
部
に
つ
い
て
､

平
成
_
 
5
年
度
か
ら
本
水
道
事
業
よ
り
給
水

を
行
う
こ
と
に
な
り
､
そ
の
給
水
区
域
の

変
更
に
伴
い
､
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

県
営
圃
場
整
備
事
業
新
利
根
北
岸
地
区

事
業
の
完
了
に
伴
い
､
町
に
管
理
移
管
さ

れ
た
道
路
に
つ
い
て
､
認
定
の
手
続
き
を

行
う
も
の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

議
案
第
9
号
　
平
成
1
 
4
年
度
河
内
町
一

般
会
計
補
正
予
算
　
(
第
4
号
)
　
に
つ
い

て
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
4
3
･
4
8

o
千
円
を
追
加
し
､
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
4
･
2
7
0
･
4
7
4
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
､
歳
入
の
主
な
も

の
は
､
諸
収
入
4
･
5
4
5
千
円
､
町
債

1
-
-
.
5
0
0
千
円
を
増
額
し
､
地
方

消
費
税
交
付
金
4
･
0
0
0
千
円
､
分
担

金
及
び
負
担
金
〇
･
9
5
9
千
円
､
国
庫

支
出
金
3
･
7
2
7
千
円
､
県
支
出
金
5
･

8
6
5
千
円
､
繰
入
金
5
7
･
9
6
9
千

円
を
減
額
｡
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歳
出
の
主
な
も
の
は
､
総
務
費
9
3
･

8

6

2

千

円

､

　

衛

生

費

3

1

.

6

7

3

千
円
､
　
商
工
費
-
i
-
5
0
千
円
を
増

額
し
､
民
生
費
-
6
･
3
2
2
千
円
､
農

林
水
産
業
費
-
6
･
2
7
-
千
円
､
消
防

費

3

0

･

2

0

4

千

円

､

教

育

費

1

9

･

9
5
5
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
｡

繰
入
金
3
0
･
4
0
4
千
円
､
繰
越
金
-
i

4
4
2
千
円
を
増
額
し
､
支
払
基
金
交
付

金
-
4
･
8
8
0
千
円
を
減
額
｡
歳
出
に

つ
い
て
は
､
医
療
諸
費
3
〇
.
6
6
6
千

円
､
償
還
金
4
0
9
千
円
を
増
額
す
る
も

の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

悪
監
諸
国
の

平
成
｢
 
4
年
度
河
内
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
　
(
第
3
号
)

第
1
 
0
号
　
平
成
1
 
4
年
度
河
内
町
国

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
　
(
第

)
　
に
つ
い
て

｣

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
9
.
8
5

3
千
円
を
減
額
し
､
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
1
･
0
8
-
･
0
9
3

千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
､
歳
入
に
つ
い

て
は
､
国
庫
負
担
金
8
･
2
8
8
千
円
､

繰
越
金
1
･
0
8
3
千
円
を
増
額
し
､
療

養
給
付
費
交
付
金
-
9
･
0
2
4
千
円
､

他
会
計
繰
入
金
2
0
0
千
円
を
減
額
｡
歳

出
に
つ
い
て
は
､
総
務
管
理
費
2
0
0
千

円
､
老
人
保
健
拠
出
金
了
･
0
8
9
千
円
､

介
護
納
付
金
2
･
5
6
4
千
円
を
減
額
す

る
も
の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

議
案
第
月
号
　
平
成
1
 
4
年
度
河
内
町
老

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
4
号
)

に
つ
い
て

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
4
2
8
千
円

を
追
加
し
､
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
4
3
3
,
6
5
1
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
､
歳
入
に
つ
い
て
は
､
国
庫
補

助
金
2
8
8
千
円
､
一
般
会
計
繰
入
金
1

4
0
千
円
を
増
額
｡
歳
出
に
つ
い
て
は
､

総
務
管
理
費
4
2
8
千
円
､
介
護
サ
-
ビ

ス
等
諸
費
-
･
0
0
0
千
円
､
高
額
介
護

サ
-
ビ
ス
等
費
-
･
0
0
0
千
円
を
増
額

し
､
支
援
サ
-
ビ
ス
等
諸
費
2
.
0
0
0

千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
｡電

光
託
掴
舗
細
劃

(
第
2
号
)
　
つ
い
て

認
諾
舘
龍
謹
一

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
6
3
･
-
5

9
千
円
を
追
加
し
､
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
7
1
8
･
9
4
4
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
､
歳
入
に
つ
い
て
は
､

分
担
金
及
び
負
担
金
2
4
･
4
5
9
千
円
､

繰
越
金
3
3
･
4
-
2
千
円
､
雑
収
入
6
.

-
4
8
千
円
を
増
額
し
､
県
支
出
金
6
0

千
円
､
町
債
8
0
0
千
円
を
減
額
｡
歳
出

に
つ
い
て
は
､
下
水
道
管
理
費
6
2
･
7

3
6
千
円
､
公
債
費
-
.
3
9
6
千
円
を

増
額
し
､
下
水
道
建
設
費
9
7
3
千
円
を

減
額
｡
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
は
､
霞
ケ

浦
常
商
流
域
下
水
道
事
業
建
設
負
担
金
7

4
7
千
円
を
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
｡
地
方

債
に
つ
い
て
は
､
限
度
額
を
1
6
8
.
9

o
o
千
円
に
す
る
も
の
で
あ
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
｡

議
案
第
｢
 
9
号
　
平
成
1
 
5
年
度
河
内
町
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算

2
0
号
　
平
成
1
 
5
年
度
河

ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予

田
園

i

i

i

i

｣

議
案
第
a
号
　
平
成
｢
 
5
年
度
河
内
町
水
‥

道
事
業
会
計
予
算

以
上
､
平
成
_
 
5
年
度
の
各
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
､
各
常
任
委
員
会
に
付
託
を
さ

れ
､
僚
重
に
審
査
を
し
､
最
終
日
の
本
会

議
に
て
､
各
常
任
委
員
長
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
を
す
べ
き
も
の
と
の
審
査
報
告

が
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡
(
詳
細
は
6

-
7
ぺ
-
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
｡
)

議
案
第
1
 
5
号
　
平
成
｢
 
5
年
度
河
内
町
一

般
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
3
-
,
0
7

5
千
円
を
追
加
し
､
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
-
･
0
了
4
･
5
0
9
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
､
歳
入
に
つ
い
て

は
､
国
庫
負
担
金
-
o
,
6
5
6
千
円
､

県
負
担
金
3
･
4
5
3
千
円
､
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
6
.
7
8
1

千
円
を
追
加
し
､
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
5
7
-
3
8
7
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
､
歳
入
に
つ
い
て
は
､
繰
越

金
7
･
0
3
1
千
円
を
増
額
し
､
繰
入
金

2
5
0
千
円
を
減
額
｡
歳
出
に
つ
い
て
は
､

総
務
費
6
･
7
8
-
千
円
を
増
額
す
る
も

の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
訓
別
封
音
訓
旧
年
度
河
内
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

書
議
案
第
±
号
　
平
成
｢
 
5
年
度
河
内
町
老

一
人
保
健
特
別
会
計
予
算

議
案
第
1
 
8
号
　
平
成
1
 
5
年
度
河
内
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
2
2
号
　
河
内
町
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て

河
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
-
名

が
平
成
_
 
5
年
3
月
_
 
4
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
次
の
方
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
｡

住
　
　
所
　
金
江
津
4
7
4
7
番
地

氏

　

　

名

　

竹

尾

　

通

生
年
月
日
　
昭
和
5
年
-
月
6
日
生

(
再
任
)



g

こ教育相談員に三

高野　方男さん
住所　生板2569-1

維‡
町
酸
罷
⑳

L
　
-劃

(
敬
称
略
)

3
月
3
 
-
日
､
河
内
町
役
場
を
退
職
さ

一
れ
た
方
一
人
一
人
に
､
深
い
感
謝
を
込

l
　
め
て
､
野
商
町
長
よ
り
お
礼
の
言
葉
と

一
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
｡

一

　

ま

た

､

4

月

-

日

付

で

､

職

員

の

人

一
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

一
し
ま
す
o

退
職
者

山

田

　

一

郎

井
原
　
久
子

秋
山
　
照
子

町
田
　
泉

秋

山

　

こ

う

武
内
加
奈
子

『
退
職
者
の
皆
様
､
長
さ
に
わ
た
り
河

内
町
の
た
め
ご
苦
労
様
で
し
た
｡
』

人
事
異
動

つ
つ
み
会
館

参

　

　

事

　

秋

山

総
務
課

課
長
補
佐
　
岩
橋

庶
務
係
長
　
石
山

交
通
防
災
係
長
　
山
本

企
画
財
政
課

課
長
補
佐
　
大
槻

主

　

　

幹

　

植

竹

産
業
課

農
産
係
長
　
仲
代

主

　

　

事

　

雑

費

都
市
計
画
課

主

　

　

事

　

大

野

久
　
(
産
業
課
副
参
事
)

弘
(
企
画
財
政
課
長
補
佐
)

哲
也
　
(
総
務
課
主
幹
)

豊
　
(
総
務
課
主
幹
)

正
己
　
(
総
務
課
長
補
佐
)

亮
生
　
(
県
研
修
復
帰
)

直
人
　
(
企
画
財
政
課
主
幹
)

朋
之
　
(
新
規
採
用
)

明
彦
　
(
新
規
採
用
)

明
　
町
長
の
動
き

圏
-
日
　
(
土
)

議

書
3
日
　
(
月
)

タ
-
理
事
会

喜
4
口
　
(
火
)

町
消
防
団
分
団
長
会

シ
ル
バ
-
人
材
セ
ン

･
同
総
会

町
史
編
纂
打
ち
合
わ

不
登
校
等
の
教
育
上
の
諸
問
題
に
対
し
て
気
軽
に
ご
相
談
く

原
則
と
し
て
月
･
水
･
木
曜
日
の
午
後
1
時
-
5
時

公
民
館
第
3
分
館
　
(
西
共
同
利
用
施
設
)

源
清
田
5
8
9
3

Ⅲ
8
 
4
-
4
8
8
8
　
(
冊
兼
用
)

※
不
在
の
場
合
は
学
校
教
育
課
へ

Ⅲ
8
4
･
3
3
2
2

(
第
-
幼
稚
園
長
も
兼
務
し
ま
す
｡
)

保
険
年
金
課

係
　
　
長
　
石
山
　
茂
樹
　
(
保
険
年
金
課
主
幹
)

主
事
補
　
坂
本
み
ど
り
　
(
桜
川
村
研
修
生
)

住
民
課

主

　

　

事

　

石

橋

　

利

朗

　

(

産

業

課

主

事

)

主
　
　
事
　
福
田
　
秀
和
(
新
規
採
用
)

住
民
課
　
(
源
清
田
保
育
所
)

保
育
士
　
荒
木
　
貞
子
　
(
金
江
津
保
育
所
)

調
理
員
　
秋
山
　
純
子
　
(
新
規
採
用
)

住
民
課
　
(
長
竿
保
育
所
)

保
育
士
　
秋
山
　
紀
子
　
(
源
酒
田
保
育
所
)

住
民
課
　
(
金
江
津
保
育
所
)

主
任
保
育
士
　
石
橋
　
和
枝
　
(
金
江
津
保
育
所
)

保
育
士
　
宮
崎
　
雅
代
　
(
江
戸
崎
町
研
修
生
)

実
務
研
修

県
市
町
村
課
　
根
本
　
和
明
　
(
総
務
課
付
)

人
事
交
流

桜
川
村
へ
　
安
達
　
俊
介
　
(
保
険
年
金
課
主
幹
)

江
戸
崎
町
へ
　
内
藤
　
孝
子
　
(
源
清
田
保
育
所
)

せ
､
ふ
る
さ
と
か
わ
ち
打
ち
合
わ

せ
､
庁
議

0
7
日
　
(
金
)
　
直
販
セ
ン
タ
ー
生
産

者
会
議

喜
9
日
　
(
日
)
　
稲
敷
子
ど
も
会
育
成

連
合
会

0
_
 
0
日
　
(
月
)
　
議
会
定
例
会

S
月
日
　
(
火
)
　
中
学
校
卒
業
式
､
塵

芥
組
合
管
理
者
会
議

漢
-
 
2
日
　
(
水
)
　
つ
つ
み
会
館
運
蕾
､

統
計
協
議
会
役
員
会

喜
-
 
4
日
　
(
金
)
　
議
会
最
終
白

書
_
 
6
日
　
(
日
)
　
町
ス
ポ
少
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り

看
_
 
9
日
　
(
水
)
　
幼
稚
園
卒
園
式
､
田

沼
基
金
審
議
会

喜
2
0
日
　
(
木
)
　
小
学
校
卒
業
式

喜
2
2
日
　
(
土
)
　
保
育
所
卒
所
式

0
2
5
口
　
(
火
)
　
高
齢
者
ス
ポ
-
ツ
ま

つ
り

鵜
2
6
日
　
(
水
)
　
空
港
公
団
騒
音
対
策

委
員
会

喜
2
7
日
　
(
木
)
　
町
社
協
理
事
会
､
町

社
協
評
議
員
会

漢
2
8
日
　
(
金
)
　
高
砂
地
区
と
の
懇
談

会
､
遺
族
会
役
員
会

看
3
0
日
　
(
日
)
　
ス
ボ
-
ツ
指
導
者
講

演
会
･
野
球
教
室

鵜
3
 
-
日
　
(
金
)
　
退
職
者
挨
拶
､
稲
広

組
合
管
理
者
会
議
､
転
退
職
教
職

員
辞
令
交
付
式



閻魔圏器麒
平成15年度の河内町新年度予算が成立しましたのでお知らせします｡ -般会計予算は

3 9億4, 9 6 4万円で前年比2. 0%の減になっております｡今年度､ -般会計の主な

事業は昨年度から3ヶ年の継続事業である防災行政無線通信施設整備事業( 2カ年目)､
総合行政ネットワーク設備工事等を実施します｡その他水田農業経営確立対策事業､農
産物P R事業､新東京国際空港騒音対策に伴う長竿地区周辺の民家防音工事,以前より
要望のありました第一幼稚園での預り保育事業(延長保育)についても計上されており
ます｡なおへ歳入歳出の内訳iこついて､主なものを掲載しました｡ (千円以下端数処理)

39億4, 964万円

町　　　　債

3億7,520万円

減税補てん債　　｢,000万円

臨時財政対策債　3億0,000万円

衛　　生　　債　　1, 050万円

消　　防　　債　　　5, 470万円

そ　の　他
6億9,459万円

地方消費税交付金　　　8, 000万円

分担金及び負担金　　　5, 207万円

繰　　入　　金　3億2,000万円

繰　　越　　金　1億0,000万円

町　　　　税

9億1, 175万円

ロ特別･企業会計予算-

国民健康保険特別会計
10億9. 381万円

¥老人保健特別会計

1〇億4, 249万円

下水道事業特別会計
5億4, 815万円

へ介護保険特別会計

4億4, 922万円
¥介護サ-ビス事業特別会計

5,111万円

水道事業会計
収益的収入及び支出

2億8, 329万円

資　本　的　収　入

1, 393万円

資　本　的　支　出

1億1, 183万円

円

田

円

円

万
万
万
万

3

　

2

　

9

　

｢

9

　

0

　

3

　

4

0

　

｢

　

9

　

0

5

　

8

　

1

.

6

億
億

3

　

4

税
税
税
税

産
車
こ

民
資
動

定
日
は

町
圃
軽
た
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教書臆臆臆臆育
4億7,31

衛　生喜一旦
6億5,488万円

保健衛生費　3億0,243万円

清　　掃　　費　3億5,245万円

農林水産業費
3億4,476万円

農業総務　費1億5,036万円

水田農業経営確立対策費1億0, 837万円

あーを__也
7億0, 133万円

総　務　費
6億7, 159万円

総　務　管　理　費　4億6,902万円

徴　　税　　費1億1,133万円

戸籍住民基本台帳費　　5, 565万円

民　生　費
7億5,610万円

社会福祉　費　5億0,708万円

児　童福　祉　費　2億4,878万円

土　木　費
3億4,787万円

土　木　管　理　費　　5,455万円

道路橋りょう費　　3,880万円

都　市　計　画　費　2億4,441万円

円

　

円

　

円

　

円

　

円

万

　

万

　

万

　

万

　

万

5

　

了

　

了

　

3

　

7

5
5
6
8
　
掲
　
出
　
4

6

　

0

　

7

　

7

　

　

-

嶋

　

　

　

l

倍

賞

　

賞

　

賛

　

賞

　

賛

務

校

校

育

食

総

　

　

　

　

数

給

青

学

学

会

校

数

小

中

社

学

円

　

円

　

円

　

円

　

円

万

　

万

　

万

　

万

　

万

8

　

8

　

2

　

5

　

0

｢

　

｢

　

0
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---町民の快適な健康づくりの推進を目指して--○○---｢
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公≡ンミヨタソ

i　　　　　　　　　　　　始めHあませ-んか!

i

上I明媚助`3Z+診塾.｡頻i動'勿綱)
I ｢肩がこる｣ ｢腰が痛い｣用などなど何気なく口にしている言葉ってありませんか?

上体のトラブルがひとつでもあると､気分までゆううっになってしまいますよね｡そんな
｡悩みの解消のためにベテランのインストラクタ-をまねき,お話を聞いたり,実際に自

分自身でできる対処法を教えていただきます｡

どうぞお気軽にご参加下さい｡

□料　金:無料

口日　時:毎月第3木曜日

午後1時30分一2時30分

鶉とJ鍵園の鞍聾
｢音楽にあわせて体を動かす｣,やってみたいけど二人ではなかなか

出来ない｡場所もない､運動の経験もない用｡

体を動かすこと自体がおっくうだし川｡

思い切って､体を動かすと心地よい疲労感が気持ちいいものです｡

この教室は, 60歳代以上の参加者も多く無理なく体を動かせる教室

として人気があります｡

園料　金:無料

園日　時:毎月第2金曜日

午後1時30分へ2時30分

;染透Jく勿諺諺の譲蓄電頓j
i　　保健センタ-では,小さいお子さんを持つお母さん達が気軽に集まれる場として､

i r4詳言`<蒜莞箋砦崇嵩崇10組程度の参加があります｡愈¥1
お気軽にご参加ください｡

圏対　象: l歳未満の赤ちゃんと保護者の方

図日　時:毎月第3木曜日(8月を除く)

午前10時→11時　※健康カレンダ-参照

園内　容:赤ちゃん体操,ビデオなど



臆上官了戸音苦情干
¥-ii i   ¥_~

投票日当日に投票出来ない方は不在者投票を!

4月2 7日に投票所に来られない方は不在者投票をご利用下さい｡ (印鑑不要)

◎不在者投票場所　役場庁舎内ロビ-

◎不在者投票日時

期　間　4月10日(木)へ4月26日(土)まで

時　間　午前8時30分→午後8時まで



繊盟覇躁鬱締覇

昌,砂嚢ズ　飼}護保険

心身の状態や介護の現状を的確に伝えるには

･調査員の質問に､家族がかわりに答えたり､

動作に手をかしたりしない
･日ごろの介護のようすや困っていることなど

を事前に整理しておく
･高齢者の心理を理解し､不足している情報を

おぎなう
･ ｢服を着せるのに30分ぐらいかかる｣など､

事例をあげへ　介護の手間を具体的に伝える
･介護の現状をよく知る人に立ち合ってもらう

･調査項目になくても困っていることは伝える

更新申請の場合は､

必要に応じてケアマ

ネシャ-に立ち合っ

てもらう

捕ロト軸
認定調査は､どのくらい介護サ-

ビスを必要としているかを判断す

る要介護認定の審査判定のもとに

なるものです｡

認定調査では心身の状態に関す

る67項目と特別な医療(透析,じょ

くそうの処置など)に関する12項

目の計79項目についてへ　調査員が

高齢者にお尋ねしたり､実際に動

作をしていただいたりして調査し

ます｡このため､高齢者や家族が

調査員に日ごろの心身状態や介護

のようすを的確に伝えることが､

適正な介護認定を受けるうえで大

切になってきます｡

4月からへ　より的確な判定をす

るため調査項目の見直しが行われ､

新たに6項目が追加されました｡

○部屋から台所へ行ったり,トイレに行くときなど､だれかiごつ

伽蝿g端o謡諸芸¥Eまb`盲分でお茶などをのみますか｡

塾掴芭和睦8畿3薫こ謹詳謹書t霊…莞霧霊宝:認
㊧圃国◆ ○ふだん自分で電話をかIナたり,かかってきた電話を受Iナたりし

ますか｡

○食事の時間や着る服などは自分で決めますか｡

介護保険は､介護が必要な状態の

予防･軽減〃悪化の防止を

目的としています｡



藍図回萱関田

醐≪怒④緒8
3月10日より農薬取締法が施行され､ 『農薬を使用するときの決まりが厳

しく』なりました｡ 『無登録農薬』を使ったり､使用方法を守らないと『罰せられ

ることになります｡』 (最高3年の懲役と100方円の罰金)

昨年へ　無登録農薬が全国的に流通し､使用されている実態が明らかとなりへ　国民の
｢食｣に対する信頼を損なう大きな問題となり,昨年12月に農薬取締法が改正されま

した｡

主な改正点

①無登録農薬の製造.輸入へ　使用の禁止(販売は従来から禁止)
(∋農薬使用基準に違反する農薬使用の禁止

③罰則の強化
※農家だけでなく､家庭菜園や花壇や芝の手入れをする方であってもへ　農林水産省の

登録番号のある安全性の確認された農薬を､ラベルをよく読んで使うことが必要です｡

無登録農薬はみんなで排除しましょう

㊨農薬に関するお固い合せは次のところまで

江戸崎地域農業改良普及センタ葛　　　T旧　029-892-2934㈹

茨城県県南地方総合事務所　思業課　　丁出　029-822-851 1㈹

農林水産省ホ-ムぺ-ジ　http://w.Ⅲaff. go. jp/nouyaku/
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高橋　拓巳くん　　松浦　麻悠ちゃん　　橋本　　聴くん　　河本佳奈子ちゃん　佐藤　　忍ちゃん

フアイス　　　　ケ〇千屋さん　　　　アパレッド　　　クッキ-屋さん　　セ-ラ-A-ン

海保あや花ちゃん　渡辺　真衣ちゃん　高橋　瑞希ちゃん　　七薫　風固くん

お花屋さん　　　　ケ〇千屋さん　　　ミントちゃん　　　　テニス選手
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史
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逝
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て
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十
五
年
斑
の
空
に
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凌
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し
白
木
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咲
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毎
年
の
械
反
割
り
当
て
浦
化
せ
し
我
家
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末
だ
茅
ふ
き
の
屋
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自
ら
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国
護
れ
得
ぬ
国
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居
て
お
だ
し
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歌
よ
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春
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を
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鼻音プロ野球有名選手の育ての親

ヽ　　　　　　河内町で講酎

一五的公男教授スポーツ振興講洒-

新一年生誕生!
へ町内小･中学腺入学式-

元気Iこ長生き!

へ高齢者スポ-ツまつりへ

『まちのできごと』ホームぺ-ジで公開中! http://www. town.kawachi. iba｢aki.｣p/

元
読
売
巨
人
軍
の
　
｢
江
川
　
卓
｣
　
を
は

じ
め
､
多
く
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
育
て
た

五
明
公
男
　
(
ご
み
ょ
う
き
み
お
)
　
教
授

(
現
法
政
大
学
教
授
)
　
が
3
月
3
0
日
､
ス

ポ
-
ツ
振
興
講
演
の
た
め
河
内
町
を
訪
れ
､

午
前
の
部
　
｢
講
演
会
｣
､
午
後
の
部
　
｢
実

技
講
習
｣
　
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
講
演
会
は
､

日
頃
ス
ポ
-
ツ
グ
ル
ー
プ
の
育
成
や
運
営

に
あ
た
っ
て
い
る
指
導
員
の
方
を
対
象
に
､

選
手
を
育
て
て
い
く
た
め
の
　
『
リ
-
ダ
ー

の
条
件
』
　
と
超
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
｡
ま

た
､
午
後
か
ら
は
教
授
自
身
も
ユ
ニ
フ
ォ
-

ム
に
着
替
え
小
･
中
学
生
の
野
球
部
員
を

対
象
に
実
技
講
習
が
行
わ
れ
､
一
人
一
人

に
声
を
か
け
な
が
ら
熱
心
に
指
導
さ
れ
て

い
ま
し
た
｡

春
､
桜
の
花
が
一
斉
に
咲
き
ぽ
こ
る
な

か
町
内
の
小
･
中
学
校
で
2
3
2
人
の

｢
新
一
年
生
｣
　
が
誕
生
し
ま
し
た
｡

4
月
7
日
､
町
内
の
各
中
学
校
で
8
日

に
は
､
各
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
､

在
学
生
や
保
護
者
の
見
守
る
な
か
緊
張
し

た
表
情
の
新
一
年
生
が
印
象
的
で
し
た
｡

=
写
真
･
源
清
田
小
学
校
=

平
成
1
 
5
年
度
新
一
年
生
数

･
生
板
小
学
校
　
　
　
3
2
人

･
源
清
田
小
学
校
　
　
1
 
9
人

･
長
竿
小
学
校
　
　
　
_
 
3
人

･
金
江
津
小
学
校
　
　
2
8
人

･
河
内
中
学
校
　
　
　
9
 
-
人

･
金
江
津
中
学
校
　
　
4
9
人

｢
よ
-
く
ね
ら
っ
て
-
そ
れ
-
｣

3
月
2
5
日
､
今
年
で
8
回
目
と
な
る
高

齢
者
ス
ポ
-
ツ
ま
つ
り
が
､
農
業
者
ト
レ
-

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
､
屋

外
で
予
定
さ
れ
て
い
た
ペ
タ
ン
ク
競
技
は

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
､
輪
投
げ
競
技
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
､
参
加
選
手

は
各
コ
-
ト
に
分
か
れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
｡

結
果
は
と
も
あ
れ
､
一
日
快
適
な
汗
を

流
し
　
｢
寝
た
き
り
ゼ
ロ
｣
　
を
目
標
に
､
健

康
な
生
活
と
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
お

く
り
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
を
-
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お知らせ

4月の納税

◇国民健康保険税1期◇

◇介護保険料1期◇

徴収日は4月30日です｡

保健センタ-⑭4486

学校教育課⑭3322

⑭2843
生涯学習課
(中央公民館)

給食センタ-⑭2845

福祉センタ-⑭3

防災かわち⑭2
(音声案内)

容措辞>晴
役　　　場⑭2111

FAX⑭4357

水　道　課⑭2361

つつみ会館⑯3740

テ-マ『心の生涯教育』　日時　5月9日(金)午後6時へ7時　間合せ先　密87-3561

講　師　木村　博氏　場所　新利根町中山3912 (株)オクド　　　　　　　鈴木まで

生
活

4
月
は
未
成
年
者
飲
酒

防
止
強
調
月
間
で
す

-
お
酒
は
2
0
歳
に
な
っ
て
か
ら
-

成
長
期
に
あ
る
未
成
年
者
の
飲

酒
は
､
身
体
的
･
精
神
的
･
社
会

的
に
様
々
な
害
を
も
た
ら
す
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
､
未
だ
､
買
っ

て
飲
む
､
家
に
あ
る
も
の
を
飲
む

な
ど
､
未
成
年
者
の
飲
酒
は
あ
と

を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
｡

法
律
で
､
未
成
年
者
の
飲
酒
を
禁

止
す
る
と
と
も
､
親
に
は
　
｢
未
成

年
者
で
あ
る
子
供
の
飲
酒
を
制
止

す
る
こ
と
｣
　
や
酒
類
を
扱
う
販
売

業
者
や
飲
食
業
音
に
は
　
｢
未
成
年

者
が
自
ら
飲
む
こ
と
を
知
り
な
が

ら
酒
を
販
売
す
る
こ
と
を
禁
止
｣

し
､
｢
未
成
年
者
と
思
わ
れ
る
場

合
に
は
運
転
免
許
証
等
に
よ
り
年

齢
を
確
認
す
る
な
ど
の
義
務
｣
　
を

定
め
て
い
ま
す
｡
未
成
年
者
の
飲

酒
防
止
の
た
め
に
､
学
校
で
の
教

育
の
ほ
か
家
庭
や
地
域
社
会
に
お

い
て
　
｢
未
成
年
者
が
何
故
お
酒
を

飲
ん
で
は
い
け
な
い
か
｣
　
を
し
っ

か
り
と
説
明
し
､
飲
酒
を
さ
せ
な

い
よ
う
注
意
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
｡

-
-
-
関
東
信
越
国
税
局
-
-
-
-
-

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の
運
転

す
る
軽
自
動
車
や
､
病
院
な
ど
へ

の
送
り
迎
え
と
い
っ
た
体
に
障
害

の
あ
る
方
の
た
め
に
使
う
軽
自
動

車
に
つ
い
て
､
軽
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
｡
(
障
害
者
本
人
の

名
義
の
軽
自
動
車
)
　
減
免
は
､
障

害
の
区
分
や
等
級
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
｡
ま
た
､
普
通
車
で
減
免

を
さ
れ
て
い
る
方
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
｡
械
免
の
申
請
を
希
望
さ
れ

る
方
は
､
身
体
障
害
者
手
帳
　
(
療

育
手
帳
､
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
)
　
運
転
免
許
証
､
印
鑑
を
持

参
の
上
5
月
2
6
日
　
(
月
)
　
ま
で
に

税
務
課
に
お
い
で
く
だ
さ
い
｡

問
合
せ
先

河
内
町
税
務
課

皿
8
4
-
2
-
l
l
(
内
線
-
7
2
)

下
総
町
滑
河
駅
前
駐
輸
場

の
利
用
に
つ
い
て

駅
前
駐
輪
場
は
登
録
制
に
な
っ

て
い
ま
す
｡
登
録
を
行
い
ま
せ
ん

と
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
｡
ま
た
､

一
般
駐
輪
ス
ペ
-
ス
と
下
総
高
校

生
専
用
駐
輪
ス
ペ
-
ス
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
｡

受
付
時
間

平
日
午
前
8
時
3
0
分

-
午
後
5
時
_
 
5
分

対
象
　
自
転
車
､
バ
イ
ク

ー
登
録
費
　
無
料

申
込
･
問
合
せ
先

下
総
町
役
場
企
画
空
港
対
策
課

Ⅲ

o

4

7

6

･

9

6

-

l

l

1

6

5
月
｢
日
-
7
日
は

憲
法
週
間

5
月
3
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
｡

憲
法
週
間
に
あ
た
り
身
近
で
起
こ

る
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て
一
人
一

人
が
考
え
､
人
権
尊
重
の
意
識
を

高
め
､
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
｡

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
は
最

寄
り
の
法
務
局
の
人
権
相
談
所
又

は
人
権
擁
護
委
員
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
｡

･
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意

識･
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

･
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し

よ
う

･
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

･
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
よ
う

聞
合
せ
先

水
戸
地
方
法
務
局
竜
ヶ
崎
支
局

Ⅲ
6
2
-
o
2
2
5

河
内
町
人
権
擁
護
委
員

大
野
　
善
康
さ
ん
　
(
生
坂
)

Ⅲ
8
4
-
3
5
7
7

羽
鳥
　
恵
子
さ
ん
　
(
源
清
田
)

皿
8
4
-
3
6
3
0

岡
野
　
稔
之
さ
ん
　
(
長
竿
)

Ⅲ
8
4
-
2
5
5
1

山
下
　
昌
男
さ
ん
　
(
金
江
津
)

皿
8
6
-
3
1
1
6



心配ごと肥談所
i 5月1自体)午前10時…正午

i 5月15自体)午前10時一午後3時

¥¥会　　　場　公民館第2分館

/〉聞合せ先社会福祉協議会

密84-2830

¥江戸崎地区

【5月】

3日　坂　本　医　院029-892-2232

4日　大久保医院029-894-2733

5日　鈴木クリニック029-892-3640

1I日　佐倉クリニック029-892-70!1

18日　本　橋　医　院029-892-2308

25日　古　橋　医　院0299-78-3770

く/龍ヶ崎地区

*上段が内科､下段が外科です｡

【5月】

3日　八代内科医院　　蝕-1710

秋本脳神経外科　　餌一綿11

4日　池　田　病　院　　鈎-1152

いがらしクリニック　　62-0936

5日　根　本　医　院　　62-31弱

西新道外科医院　　62-0855

11日　吉津胃腸科医院　　飾-0077

野　村　医　院　　62-6561

18日　山　本　医　院　　66一絃購

いしかめクリニック　　62-0378

25日　三石内科クリニック　　62-2泌4

竜　ヶ　崎　医　院　　62-05弧

*診療を受ける隙は.必ず砲話で確か

めてください｡

駐
在
さ
ん
が

代
わ
り
ま
し
た
-

生
板
騨
在
所

た
け
し

氏

　

名

　

斉

藤

　

　

剛

住

　

所

　

生

板

2

8

0

0

Ⅲ
8
4
-
2
2
4
0

金
江
津
駐
在
所

氏
　
名
　
木
村
　
利
昭

住
　
所
　
金
江
津
4
2
0
1
-
2

Ⅲ
8
 
6
-
2
5
4
2

､
り
｣
〕

募
集

地
球
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
者
募
集

6
月
5
日
の
世
界
環
境
デ
ー
に

ち
な
み
茨
顆
県
で
は
地
球
環
境
フ
ォ
-

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
｡

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
私
た
ち

の
生
活
環
境
は
ど
う
な
る
の
か
､

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に

何
か
で
き
る
の
か
な
ど
､
専
門
家

の
講
演
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
､
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
｡

日
時
　
6
月
5
日
　
(
木
)

午
後
2
時
-
4
時
-
 
o
分
ま
で

場
所
　
県
庁
9
階
　
講
堂

内
容
　
表
彰
式
･
講
演
会
等

講
演
会
テ
-
マ
　
｢
(
仮
)
　
地
球

温
暖
化
の
現
状
と
対
策
｣

ー
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
私
た
ち

の
生
活
環
境
は
ど
う
な
る
の
か
-

参
加
揖
　
無
料

中
込
方
法
　
は
が
き
､
F
A
X

又
は
電
子
メ
ー
ル
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
､
5
月
細
目

(
金
)
　
ま
で
に
申
込
下
さ
い
｡

(
-
)
　
氏
名

(
2
)
　
住
所

(
3
)
　
電
話
番
号

※
団
体
の
場
合
は
要
問
合
せ

※
先
着
順
　
(
禁
二
二
重
申
込
)

申
込
･
問
合
せ
先

〒

3

-

0

-

8

5

5

5

水
戸
市
笠
原
町
9
7
8
-
6

茨
城
県
生
活
環
境
部
環
境
政
策

課
地
域
環
境
保
全
グ
ル
-
プ

皿

o

2

9

-

3

0

-

-

2

9

4

0

‖

0

2

9

-

3

0

1

-

2

9

4

9

(
｢
∃
三
一

k
a
つ
S
e
二
㊦
p
○
○
｢
i
b
a
｢
a
k
i
.
j
ロ

-
1

い
っ
て
み
よ
う
ー
･

や
っ
て
み
よ
う
-
･

-
自
然
の
中
で
遊
び
､
宰
び
､
発
見

し
新
し
い
体
験
を
し
て
み
よ
う
-
-

茨
城
県
が
選
定
し
た
　
『
い
ば
ら

き
子
ど
も
い
き
い
き
目
鉄
継
鹸
フ
ィ
ー

ル
ド
-
o
o
選
』
　
で
､
わ
く
わ
く

ど
き
ど
き
の
体
験
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
｡

※
詳
し
く
は
､
官
公
署
に
掲
示
し

て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
等
を
ご
覧
下
さ

い
｡※

イ
ン
タ
-
ネ
ッ
ト
で
も
提
供
中

三
三
一
¥
¥
葦
W
.
〇
O
a
k
∈
S
y
≡
p
｢
e
｢

i
b
a
｢
a
k
i
∴
p
¥
s
i
z
e
つ
¥
i
つ
d
e
x
.
h
青
白

河
内
町
で
も
､
農
業
･
農
村
の

体
験
に
適
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
　
『
(
株
)
ふ
る
さ
と
か
わ
ち
』
　
が

選
ば
れ
て
い
ま
す
｡



*掲載を希雪lされない場合は､届出の隙くこ申

し出てくださいぐ

町の人口と世帯

平成15年4月1日現在

人　口11,681人(-10)

男　　　5,800人(臆5)

女　　5,881人(-5)

世帯数　3言う611戸(十4)

鋤の交通事故
3月発生糊(前月比) (累計)

発生件数　　　　　21件(臆8) (75)

死者数　　　　　0人(±0) (0)

負傷者数　　　　　3人(-ll) (24)

竜ヶ崎警察署調べ

基調書募集

溺藷蛙･こ､ :
''.'　葦, ∴篭:

今年もブランド米『おかずのいらないかわちのお米』を購入

されている県内外の消費者をお招きし､田植え体験祭を開催い

たします｡

また､町内の小･中写生にも参加していただき自然の中で農

作業を通して.県内外からの参加者とのコミュニケ-ションを

とおし､楽しい　-口を過ごしましょう｡

日　　時　　5月10日(上) 10:00受付開始

場　　所　　直販センタ- ｢ふるさとかわち｣

参加費　　無　　料

昼　　食　　おにぎり､お餅､雑煮等を用意します｡

申込締切　　5月2日

※駐車場は中央公民館を御利用下さい｡会場までは送迎があり

ます｡

喜編集河内町秘書広聴課　　平成15年4月15日　発行

〒300-1392　茨城県綱敷郡河内町源清田1183

ホ-ムぺ-ジ　http://州w. town kawachi iba｢aki ｣P/

l
　
*
甲
¥
.

行
商
営
業
免
許
鑑
札

一

-

素

手

言

道

子
か
措
鞘
同
S

【
寄
贈
者
】

根
本
　
　
辿
氏
(
上
金
江
津
)

明
治
の
頃
､
行
商
を
行
う
に
は

鑑
札
が
必
要
で
し
た
｡
当
時
は
各

県
で
発
行
し
た
も
の
で
こ
の
鑑
札

の
裏
に
は
『
千
葉
県
香
取
郡
役
所
』

の
焼
印
が
あ
り
ま
す
｡

行
商
は
海
産
物
　
(
魚
･
海
藻
･

貝
)
､
山
の
産
物
　
(
薪
∴
灰
)
　
な

ど
稜
々
あ
り
､
行
商
人
は
こ
れ
ら

を
頭
上
に
担
い
だ
り
背
負
っ
た
り
､

天
秤
棒
で
担
い
だ
り
し
て
行
商
を

行
い
ま
し
た
｡

輔
闇
酔
態


